
児童相談所長が考案した非暴力コミュニケーションパッケージ
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切りますか？

どならないディスらない非暴力コミュニケーションの具体策

長門市版

「してほしくないことをした」
とき

私は、「非暴力」を
あらゆる世代に

浸透させられたらいいな
と思っています。

児童相談所は、虐待や暴力が発生してから、その家族と関

わることがほとんどです。でも、発生してからの関わりでは、

いくら対応するためのサービスを充実させても体罰や暴言

は減りません。本当は発生する前の『予防』が大切なのです。

機中八策®は、非暴力コミュニケーションのパッケージです。

ペアレント・トレーニングなどの専門性の高い親支援プログ

ラムではありません。まずは、あなた自身に「機中八策」をイ

ンストールして、非暴力コミュニケーションへの切替スイッチ

を、手に入れていただきたい。

あなただけが完璧になる必要はありません。この「機中八策

®」が周りの多くの人との共通言語になればいいのです。

「非暴力」による コミュニケーションが、幼児期から思春期、

大人同士や世代間でも共有され、こどもも大人も「自信」と

「自己肯定感」を持ち、生きられる世の中になればいいと

願っています。

「機中八策®」の考案者 渡邉児童相談所長の思い

「こどもの笑顔と成長は市民の宝」

地域のみんなが「どならず！たたかず！やる気を引き出す」という
機中八策の考え方を共有できたら、子育て世代に選ばれるまち
になるはず！との思いから作成しました。この「策」が市のあたた
かい文化として根付くことを願っています。

こども家庭センターここいく より

こども家庭センターここいく
🏠 長門市東深川1339-2子育て支援課内
📞 0837-27-0077 、0837-23-1225



「機中八策®」は自分にインストールするものと言って

ますがヒトに教えることもできます

個別教授でも集団教授（GL）でもどちらでも可能です

「機中八策®」を教える八策教場では

1. 「機中八策®」のコンセプトを認識する（個別教授＜GL）

2. 体系的なトレーニングに励む（個別教授＞ＧＬ）

3. 成果を日常生活で活用しその手ごたえを体感しつつさ

らなる向上を目指す（個別教授＞ＧＬ）

•「機中八策®」は高度な専門性を持つペアレント・トレ
ーニングやペアレント・プログラムではありません
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文化としての定着へ 

（頭文字つづりで覚えるだけ） 

非暴力コミュニケーションを簡単に自分にインストールする

ためのパッケージです

頭文字つづりの合言葉で覚えます

ヒトは反射的に暴力的なイエローカード（ちょっと暴力的でわ

かりにくいコミュニケーションカード、ひどいおとぎばなし）を

咄嗟に切る傾向にあります（自己保存反応）

しかし「機中八策®」が「気づきスイッチ」として作動するよう

になれば

ヒトが爽やかでお互いがほっこりするながとブルーカード（わ

かりやすいコミュニケーションカード、ほまれかがやきを）に

切り替えていけるきっかけになることでしょう

ながとブルーカードは手持ちの切り札として既にお手持ちの

カードと思います

しかし、ヒトには感情があるので、意識しないとながとブルー

カードは、切れるものではありません（種の保存反応）

日常生活でながとブルーカードがスムーズに切れるようにな

り自分にインストールするには「練習」が必要です

でも自分ひとりだけが完璧になる必要はありません

自分に完全にインストールできなくても「機中八策®」が多く

の人との共通言語になれば

チーム（家族・地域）でリマインドしあえる（声かけあってなが

とブルーカードが割合として多く切られる文化が創造できる）

ようになることでしょう

ヒトはながとブルーカードを切られることで「これでいいんだ」

という自信・自己肯定感・効力感が醸成されます

たくさんの成功体験をしたヒトは自分で自分のことができる

（考えられる）ヒトとして育ちます

怒鳴るディスるなどの不適切コミュニケーションを容認する

文化の修正に向けて「機中八策®」を地域の合言葉として取

り入れていきませんか

 してほしい行動を明確化する

 １枚あたりワンフレーズで具体的に短く簡潔に

 ながとブルーカードは一場面で１枚づつ切る

（同じカードを何回も切ると話しがくどくなる）

 「ほ（褒める）」カードだけは１場面で

何度切ってもよい

 ながとブルーカード（かやれほ）は

一場面内に必ず入れること（推奨）

～～～～～～～～～～

ヒトが話しが聞ける状況が作れないなら
リセット（もう一度最初から）

ながとブルーカードを切るコツ

練習する３つの場面

イ） してほしいことをしないとき

ロ） してほしいことをしたとき （ほ・か・ほ）

ハ） 次に同じような状況（４Ｗ１Ｈ）のときしてほしい

ことができるようになるための練習（確認）


